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はじめに  

 

この環境経営レポートは２０２２年（令和４年１月１日～１２月３１日）の三峰川電力株

式会社 三峰川発電事業所の環境活動に関する実績をもとに作成したものです。 

当事業所は水力発電事業、太陽光発電所監視を展開しクリーンエネルギーである水力発電、

太陽光発電の利用促進を図り二酸化炭素発生抑制に貢献すると共に所員全員に環境方針を

周知徹底し環境活動に取り組んでいます。 

２０１５年には、認証・登録より１０年継続となりエコアクション２１中央事務局より感

謝状と記念品を頂きました。 

 

三峰川発電所の歴史と取組 

三峰川発電所は三峰川総合開発事業の一環として長野県伊那市長谷（旧長谷村）の皆様の

ご協力を得て建設された水力発電所です。 

昭和３５年８月に三峰川電力株式会社を設立し工事着工、昭和３７年１０月に三峰川第一

発電所、昭和３８年７月に三峰川第二発電所を順次運転開始、昭和３６年梅雨前線豪雨災害、

昭和５７年台風、平成１８年水害など幾多の水害や地震などを乗り越え発電事業を継続して

きました。平成２８年５月には三峰川第一・第二発電所のリプレイス工事が完了し高効率の

発電所として生まれ変わりました。 

近年は小水力発電所、太陽光発電所を建設、三峰川発電事業所管内において平成１８年８

月 三峰川第三発電所、平成２１年２月 三峰川第四発電所、平成２３年６月 長野県茅野市

に蓼科発電所、平成２４年２月には山梨県北杜市との共同事業で北杜西沢発電所、北杜川子

石発電所、北杜蔵原発電所、平成２５年１２月 長野県茅野市に蓼科第二発電所、平成２８

年８月長野県伊那市に非持第一・第二発電所、平成２９年８月長野県茅野市に蓼科第三・第

四発電所、令和元年１０月 長野県駒ケ根市に新宮川発電所、今年度は令和２年３月長野諏

訪太陽光発電所を建設、運転を開始しました。 

また平成２６年１０月より三峰川第一発電所構内に建設した集中制御所から、当事業所の

他、北海道、宮城県、山形県、福島県、茨城県、新潟県、静岡県、三重県、広島県と全国の

小水力発電所、太陽光発電所の監視を行っています。 

電力供給事業のみならず環境活動を通して広く一般の方に電気の大切さ、発電の仕組み、

クリーンエネルギーである水力発電・太陽光発電の重要性を知って頂ける様に発電所見学を

受け入れております。（見学申込 URL htts://www.mibuden.com） 

 

  
  写真：三峰川発電事業所   写真：三峰川第一発電所  写真：南荒川取水口 
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対象組織の概要 

 

認証・登録の対象組織 登録組織名 三峰川電力株式会社 三峰川発電事業所（サイト認証） 

対象外組織  三峰川電力株式会社 本社管理部（ISO14001）、他事業所 

対象外の活動 小売営業、本社経理部門、事業開発部門 

１）代表者  三峰川電力株式会社 三峰川発電事業所 所長 兼子 孝広  

 ２）認証対象設備 所在地 

   三峰川発電事業所・集中制御所  長野県伊那市長谷黒河内 2895 番地 

三峰川第一・第三発電所    〃 （発電事業所同地番） 

   三峰川第二発電所    長野県伊那市長谷浦 浦国有林 22 イ林小班 

   三峰川第四発電所    長野県伊那市長谷中尾 163 番地 

   非持第一発電所    長野県伊那市長谷非持 8 番１ほか 

   非持第二発電所    長野県伊那市長谷非持 2067 番 3 ほか 

   長野諏訪太陽光発電所   長野県伊那市高遠町藤沢 7051-5 

   新宮川発電所    長野県駒ケ根市中沢 6804-1 

   蓼科発電所    長野県茅野市北山 4035 番地 170 

   蓼科第二発電所    長野県茅野市北山 5802-１先 

   蓼科第三発電所    長野県茅野市北山 5513-１ 

   蓼科第四発電所    長野県茅野市泉野 4036-１ 

   北杜西沢発電所    山梨県北杜市大泉町西井出石堂地内 

   北杜川子石発電所    山梨県北杜市高根町東井出字祖師林 39-1 

   北杜蔵原発電所    山梨県北杜市高根町蔵原字川久保 3110 

 ３）事業内容  水力発電、太陽光発電、電力供給、設備保守保全、発電監視 

 ４）事業の規模 

  三峰川発電事業所 従業員数 ２４名 

 ５）環境管理責任者および事務局 

    環境管理責任者 藤森 貴也     事務局 浦野 辰志、小林 雄二 

    〒396-0403 長野県伊那市長谷黒河内 2895 

 TEL 0265-98-2027 FAX 0265-98-2759 

  URL https://www. mibuden.com  

発電所名 認可出力 
年間発電 

電力量 
発電所名 認可出力 

年間発電 

電力量 kWh 

三峰川第一発電所 23,100 kW 約 1 億 kWh 蓼科発電所 260 kW 約 210 万 kWh 

三峰川第二発電所 10,800 kW 約 5 千万 kWh 蓼科第二発電所 141 kW 約 123 万 kWh 

三峰川第三発電所 260 kW 約 150 万 kWh 蓼科第三発電所 93 kW 約 67 万 kWh 

三峰川第四発電所 480 kW 約 300 万 kWh 蓼科第四発電所 145 kW 約 108 万 kWh 

新宮川発電所 195 kW 約 135 万 kWh 非持第一発電所（太陽光） 500 kW 約 68 万 kWh 

北杜西沢発電所 220 kW 約 160 万 kWh 非持第二発電所（太陽光） 500 kW 約 66 万 kWh 

北杜川子石発電所 230 kW 約 160 万 kWh 長野諏訪太陽光発電所 8580 kW 約 1300 万 kWh 

北杜蔵原発電所 200 kW 約 140 万 kWh    
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環境経営方針 

 

三峰川電力株式会社 三峰川発電事業所は自社の環境方針に則した事業活動および環境活動を行います。 

 

制定日 平成１６年１０月１４日 

最終改訂日 平成３１年４月１日 

 

三峰川電力㈱三峰川発電事業所は所員全員が環境方針を理解し環境に対して前向きに取り組み、環境保

全に関する知識および見識を拡げ、地域性社会性に則った環境活動を実施すると共にエネルギー供給者で

ある自覚を胸にクリーン電力供給、省エネ活動推進など地球環境保全に寄与できる事業活動の向上を目指

し、以下の事項の継続に努めます。 

 

１．クリーンエネルギーの供給 

 三峰川発電事業所は主力の水力発電に加えて、小水力発電、太陽光発電など更なるクリーンエネルギ

ーの開発、利用促進を進めていきます。 

２．環境活動計画 

 ・省エネ、省資源活動 

  所内電力削減、省資源は勿論、関係各所の省エネ省資源活動にも積極的に参加しアイディアや助言な

どを通し自社以外の省エネ省資源活動に協力的に参画します。 

 ・きれいな河川を守る活動 

  CO2 を排出しない水力発電の天恵を供給してくれる河川の水質維持活動、保全活動を自社および関

連団体と共に行います。 

 ・廃棄物削減 

  一般廃棄物を削減し、大気汚染の根源となる焼却処分の減量に取り組むとともに、その他の産業廃棄

物が適正に処理されていることを確認、調査し排出者責任を全うします。  

 ・化学物質の把握及び削減 

 所内で使用する補助材料、消耗品など含有する化学物質を調査、把握し削減を行います。 

３．環境コミュニケーション 

・水力発電をはじめとする自然にやさしい電力を広くアピールし地球環境保全に少しでも寄与すると共

に国家の目標である温室効果ガス排出抑制に対し貢献できる企業であるべく努力いたします。 

・一般の方々をはじめ、小中学生、生涯学習の方々に発電所の見学、環境学習および電力学習を行える

場所を提供します。 

４．社会貢献活動 

 伊那市をはじめ近隣の市町村の環境活動、取組みに協賛および参加する事で、電力供給以外でも社会

に貢献できる様、活動に取組みます。 

５．環境関連法規制等 

  事業活動において環境法規制を遵守いたします。 

 

三峰川電力株式会社 三峰川発電事業所 

                      所長  兼子 孝広 
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主な環境負荷の実績 

項 目 単 位 2020 年 2021 年 2022 年 

二酸化炭素総排出量 ㎏-co2 162052 138663 150956 

廃棄物排出量（最終処分量） ― ― ― ― 

 一般廃棄物排出量（最終処分量） ｋｇ 223 303 374 

 産業廃棄物排出量（最終処分量） ｋｇ 1013 89 345 

総排水量 ㎥ 182377800 191545632 157197762 

購入電力温室効果ガス排出量係数 kg-co2/kWh：丸紅新電力㈱：0.464、 中部電力㈱：0.449、 

 東京電力エナジーパートナー㈱：0.457 

 

環境経営目標及びその実績、次年度の環境経営計画 

項目          年度 
基準値 ２０２２年 評 

価 

2023 年 2024 年 

（基準年） 目標 実績 目標 目標 

使用電力による二酸

化炭素削減 

㎏-co2 137242 138289 127203 〇 155332 154629 

基準年比 （2020） 103％ 95％  116％ 115％ 

化石燃料による二酸

化炭素削減 

㎏-co2 24810 24775 23753 〇 24517 24264 

基準年比 （2017） 101％ 96％  99％ 98％ 

上記の二酸化炭素排

出量 合計 

㎏-co2 162052 163059 150956 〇 179850 178893 

基準年比 （2020） 101％ 93％  111％ 110％ 

燃料使用量

の削減 

ガソ 

リン 

Ｌ（ﾘｯﾄﾙ） 4800 4744 4400 〇 4656 4608 

基準年比 （2020） 99％ 92％  97％ 96％ 

軽油 
Ｌ（ﾘｯﾄﾙ） 5300 5238 5250 ✕ 5141 5088 

基準年比 （2020） 98.8％ 99％  97％ 96％ 

灯油 
Ｌ（ﾘｯﾄﾙ） 195 185 0 〇 181 179 

基準年比 （2017） 95％ 0％  95％ 92％ 

廃棄物最終

処分量の削

減 

一般 

廃棄物 

ｋｇ 310 282 374 × 276 270 

基準年比 （2016） 91％ 121％  89％ 87％ 

産業 

廃棄物 

ｋｇ 75.2 71 345 × 69 68 

基準年比 （2018） 94％ 225％  92％ 90％ 

水道水の削減 
ｍ3 250 255 193 〇 265 262 

基準年比 （2017） 102％ 77％  106％ 105％ 

経営 

計画 

目標 

事業所範囲電

力供給量 

ｋＷｈ 158150308 177771348 147501571 × 167015581 167559792 

基準年比 （2017） 106％ 93％  106％ 106％ 

故障による 24

時間以上停止 

発生件数 
― 0 件 1 件 × 0 件 0 件 

発電所 

開発 

完了件数 ― ― ― 〇 水力 3 水力 4 

内容  

― 

北海道小水

力、山形県小

水力開発およ

び鳥取ＰＦＩ事業

開発への協力 

北海道・山形県・

福島県小水力開

発および他社水

力発電所建設へ

の協力実施 

〇 

北海道・山形

県・福島県小

水力開発およ

び他社水力

発電所発へ

の協力 

北海道美瑛

小水力、山形

県小水力開

発および鳥取

ＰＦＩ事業開発

への協力 
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本年度活動実績・取組み内容・結果とその評価、次年度の取組計画 

項 目 単位 
2022 年 

目標 
実績 

達成 

状況 

結果とその評価 

・次年度取組計画 

二酸化炭素排出量 

（CO2 排出量Ａ+Ｂ） 
㎏-co2 163,059 150,956 〇 

電力および燃料共に使用量を削減出来た。 

・次年度は項目ごと計画を見直し取り組む。 

エネル

ギー使

用量 

削減 

CO2 排出量Ａ ㎏-co2 155,145 127,203 

〇 

実績を基に目標を設定、適正運用により削

減を達成。 

・次年度も設備ごとに実績値の確認管理を行

う。 

購入電力 MJ 1,226,525 1,018,112 

kwh 340,701 282,809 

燃料 

使用量 

削減 

CO2 排出量Ｂ ㎏-co2 24,981 23,753 〇  目標基準年度に比べ、車両使用が減少、燃

料削減出来た。 

・利用目的に合わせ燃費の良い車両の優先

利用を行い抑制に取り組む。 

ガソリン 

㍑ 4,744 4,400 〇 

軽油 

㍑ 5,238 5,250 ✕ 

工事期間の非常用発電機燃料の使用量の

削減が困難である。 

・抑制取組みとして、軽油使用する車両は積

載量、乗車人数が多い為、目的に合わせた適

正利用による抑制に取り組む。 

灯油 
㍑ 185 0 〇 

 凍結による設備故障の発生がなく使用量

（購入量）が減少した。 

廃棄物 

排出量 

削減 

一般 

廃棄

物 

ﾘｻｲｸﾙ

量（率） 
kg 

875 

（75％以上） 

638

（63％） 
✕ 

 社印数増加に伴い全体処分量が・最終処分

（焼却処分）共に増加した。 

・次年度も継続して分別徹底、リサイクル量の

割合増加に取り組む。 

最終処

分量 
kg 276 374 × 

産業

廃棄

物 

ﾘｻｲｸﾙ

量（率） 
Kg 

192 

（75％以上） 

12％

（3％） 
✕ 

 全体量、最終処分量共に増加した。 

・プラスチック類等分別によりリサイクル割合

の改善、最終処分量削減に取り組む。 最終処

分量 
Kg 64 345 × 

使用 

水量 

削減 

上水 

㎥ 255 193 〇 

事業所で生活水として使用しているが節水

周知により削減した。 

・社員増員となるが、一人当たりの使用水量よ

り２％削減を目標として取り組む。 

地下水 ㎥ 3,794,688 3,681,072 〇 常時使用補機の為、変動なし 

エネルギー供給量 

（再生可能エネルギーによ

る発電） 

MJ 639,976,853 586,997,885 × 

 設備故障による24時間以上の停止が発生。

雷被害による為、防止は困難な故障であっ

た。 

※年度後半の降雨が少なくの目標達成となら

なかった事が大きな要因。 

・巡視による設備故障未然防止、被害早期復

旧対応を行う。 

・水車ｵｰﾊﾞｰﾎｰﾙといった、設備補修による性

能の回復および維持を計画。 

kwh 177,771,348 147,501,571 × 
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項 目 単位 
2021 年 

目標 

実績 

結果 

達成

状況 

取組内容 

※評価 

・次年度取組計画 

発電所開発 

（供給開始発電所） 

件数 0 0 〇 

北海道・山形県・福島県小水力開発および他社水

力発電所再整備・建設への協力実施 

※工事監理員として協力実施。 

・次年度は北海道・山形県・福島県で建設工

事開始および、他社事業へのサポーに取り組

む。 

使用電力削減 制御所 

kwh 144,157 139,709 〇 

空調設定温度の管理、稼働時間自動制御 

※換気と冷暖房管理が出来きた。 

・継続して空調機器の適正使用に取り組む 

全体 

kwh 340,701 282,809 〇 

 使用電力量実績による保温ﾋｰﾀｰを含め機

器動作設定の適正化。 

※使用量は削減出来ている。適正化（最適

値）への制御設定値変更、調整が出来てきて

いる。 

・運用結果を踏まえ省エネと設備運用の適正

化を進める。 

社有車平均燃費向上 

（平均燃費＝全社有車走行距

離合計÷給油数量合計） 
Km/ℓ 

13.77 

以上 
12.78 ✕ 

使用目的に合わせ燃費性能が良い車両を

優先使用、ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ。 

※車両更新と各車両の燃費実績を掲示し燃

費性能優良車の優先使用を呼び掛けている

が目値と乖離。前年と比べても落ち散る。 

・運転者別の平均燃費調査を検討。 

水質維持 

 

採水検査

は三峰川

第一発電

所および

蓼科発電

所の放水

庭にて実

施 

水素ｲｵﾝ濃度（pH） 
― 5.8～8.6 

三峰川：8.0 

〇 

保守点検の徹底により発電所機器保全を

行い排水の水質汚濁を防止する。定期的な水

質検査確認。 

※排水河川の環境基準を基に三峰川第一・

第二発電所および蓼科発電所で排水につい

て５項目の検査を実施し発電所稼働に因る、

水質汚染がない事を確認した。 

・次年度も保守点検により発電所機器保全を

行い排水の水質汚濁防止に努める。 

蓼科：6.8 

生物化学的酸素消

費量(BOD) 
mg/L 160 

三峰川：0.5 

蓼科：0.5 

浮遊物質(SS) 
mg/L 200 

三峰川：0.4 

蓼科：0.1 

溶在酸素 
mg/L 4.0 以上 

三峰川：9.0 

蓼科：9.6 

ﾉﾙﾏﾝﾍｷｻﾝ抽出物

質（鉱油含有量） 
mg/L 5 

三峰川：1 未満 

蓼科：未測定 

全亜鉛 
mg/L 2 

三峰川：未測定 

蓼科：0.005 未満 

使用溶剤の科学物質の把握・

削減 

― 適正管理 実施 〇 

使用する溶剤の安全ﾃﾞｰﾀｼｰﾄによる管理。 

※PRTR 法対象化学物質は保有していないこ

とを確認している。また使用有機溶剤は安全

ﾃﾞｰﾀｼｰﾄによる管理を行っている。 

・次年度も安全ﾃﾞｰﾀｼｰﾄに基づいた保管・使

用方法を徹底する。 
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環境コミュニケーション 

見学者受入人数 

人 0 134 〇 

当初、新型コロナ感染防止の為、見学受け

入れを予定していなかったが、発電監視業務

対象者以外の部署が案内を実施し受入れ再

開。 

※発電所見学受け入れによる自然エネルギ

ーによる発電の啓発活動が出来た。 

・新型コロナ感染症の社内クラスター防止対

策と含め、安全な見学受け入れ方法を検討、

充実させる。 

地元地域活動

支援 

リサイクル

システム研

究会活動へ

の協賛 
― 活動協賛 参加 〇 

活動への参加。 

※コロナ禍により地域環境活動天竜川水系環

境ﾋﾟｸﾆｯｸ開催中止となったが、他再開した活

動参加を実施。 

・コロナ禍終息後は積極的に天竜川水系環境

ﾋﾟｸﾆｯｸに参加し地域企業との交流を行う。 

文化活動

支援 

― 支援 実施 〇 

地元の方の努力により継続している伝統文化

活動への支援。 

※中尾地区の努力によりコロナ感染防止対策

での定期公演が実施された。 

・協力、支援に取り組む。 

 

環境関連法規などの遵守状況の確認および評価結果 

弊社は各担当者が法規の遵守状況について随時チェックを実施しております。 

現在及び過去３年間、問題のないことを環境経営レポートの作成にあたり再度確認いたしました。 

  

法規・法令等名称 適用内容・遵守事項 
違反・訴訟 

の有無 

評価 

遵守確認 

１.廃棄物処理及び清掃に関する

法律（廃棄法） 

一般廃棄物及び産業廃棄物収集業者の許

可内容確認 

無 遵守 

２.毒物及び劇毒物取締法 盗難、漏洩の防止。 容器、保管設備への表示 無 遵守 

３.水質汚濁防止法 電気事業法に基づく管理 無 遵守 

４.電気事業法 電気事業に関する届け出 無 遵守 

５.河川法 規定水量取水、設備点検。 工事に関する

届け出 

無 遵守 

６.自然公園法 環境保全 無 遵守 

７.フロン排出抑制法 フロン類を冷媒として使用している空調

機器等の管理 

無 遵守 
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代表者による全体評価と見直し・指示 

代表者 三峰川発電事業所 

所長 兼子孝広 

 

１．エコアクション２１を総括しての評価 

三峰川発電所は平成１７年（2005 年）に認証取得し活動を開始して以来、当初の環境方針を基

本にして平成２３年に環境活動計画の項目に化学物質の把握及び削減を新たに設定、クリーンエ

ネルギーの供給、廃棄物抑制活動、水質維持活動、省エネ省資源、環境コミュニケーションの５

項目を主体に活動に取り組んでいます。 

認証より１８年が経過し、更に環境活動を活性化させて行く体制の見直しを経て事業所全員が

環境方針に基づいて事業活動及び環境活動の安定化に向けて取り組んでいます。 

年間を通じデータの収集分析によって自分達の活動を振返り改善を図る、ＰＤＣＡサイクルの

基本も経年によって身に付いているものと思われます。 

活動がマンネリ化とならぬよう、今後の活動を見据えて引き続き環境管理責任者及び事務局と

所員が情報を共有し、環境活動の取組みが基本となり社内業務においても効率的な業務成果に繋

がる事を期待します。 

 

２．活動に対する評価と見直し 

・クリーンエネルギーの供給 

  現在、水力 23 サイト、太陽光 17 サイトの計 40 サイトを維持管理および運用により事業を継

続しています。今期は福井案件 1 サイトと山形案件 1 サイトが工事着手し、来期はさらに 8 サイ

ト工事着手を予定しています。 

今期は出水に恵まれず水力発電所は予算を大きく下回りましたが、太陽光発電所は予算通りの

発電量となりました。また、発電設備は長期停止する事故等も無く自然環境に沿った発電による

再生可能エネルギーの電力供給に努めました。 

会社基本方針の一つでもある再生可能エネルギーの開発と活用、クリーンエネルギーの創出・

供給の取り組みが継続的に出来ています。 

新規設備についても安全、安定、安心した運転を継続する事が出来るように人材育成すると共

に所内教育訓練を実施して運用の適正化に努めています。 

また事業に係わる関係法令・条例を遵守、地域の健全な発展と調和のとれた事業を推進してい

ます。 

・廃棄物抑制活動 

  廃棄物排出量を適正管理、把握により削減に取り組んでいます。 

・水質維持活動 

  水質維持に関して放流河川の環境基準を基とした社内基準が維持されています。 

・省エネ省資源 

  設備更新と使用適正化により削減が出来ています。 

・環境コミュニケーション 

  毎年多くの視察者を受け入れ、所員の誰もが見学の対応が出来る様に訓練しています。 

所員は率先し再生可能エネルギーの重要性を理解し、謙虚に学ぶことで地域とのコミュニケー

ションを図るよう期待します。 
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３．次年度に向けて 

  今期経営目標５項目達成へ向け、エコアクション２１活動の強化を期待します。 

１） ２０２３年度期初予算（発電・電力供給目標）の達成 

２） 発電所の安全・安定運転・運営（無事故・無災害） 

新型コロナウイルス感染症対策、事業の継続が求められる事業者として安定供給の確保。 

三峰川第一・第二発電所の水利権期間更新による安定的な運営、各発電所の設備オーバー

ホールによる安全・安定運転。 

３） 再生可能エネルギーの促進 

あらたに山形県３箇所（2023 年完成）および北海道３箇所（2024 年完成）の新規開発を本

社開発部に協力し取り組む。 

４） 新規業容拡大（フィービジネスの拡大） 

鳥取県発電設備ＰＦＩ事業として水力発電所の再整備、建設工事監理への協力（合弁会社

によるリプレイス工事監理への協力）および、合弁会社が運営する水力発電事業の監視・操

作・保守業務の請負。 

５） 省エネ・運用管理の効率化実現、ドローン、IōTの有効活用強化 

 

  低炭素社会の実現に向けて再生可能エネルギーを活用した発電事業を推進すると共に、全員

が環境問題の現状やエコアクション２１における環境への取り組みの意義、重要性等の認識、

自覚を高め自らの役割及び責任を課すよう、新組織体制により目標を設定し活動を始めるとと

もに、エネルギー資源問題、地球環境の保全、技術の可能性を視野に入れて頑張りましょう。 

 

以上となります。 

 

・一般財団法人 新エネルギー財団が主催する「新エネ大賞」において弊社事業、①第 14 回（平

成 21 年度）“三峰川電力発電事業所および小水力発電事業（第四発電所建設）”、②令和２年度

【導入活動部門】“かつての地域シンボル廃止発電所の再生と水資源の有効活用（新宮川発電所

および三峰川本門寺第一・第二発電所の小水力発電所開発）”２件が、「新エネルギー財団会長

賞」を受賞しています。  新エネ大賞 HP：https://www.nef.or.jp/award/  

 

 

 

 

 

 

 

 

第 14 回 新エネ大賞 

新エネルギー財団会長賞 

三峰川電力発電事業所および小水

力発電事業（第四発電所建設） 

令和２年度 新エネ大賞 

新エネルギー財団会長賞 

かつての地域シンボル廃止発電

所の再生と水資源の有効活用 

中尾歌舞伎への支援 

昨年に引き続き 中尾歌舞伎保存会の努力

により令和４年度公演が開催されました。 

https://www.nef.or.jp/award/

